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『ヴェリスラフ聖書』の図像読解と

高校世界史教材化の試み

藤 井 真 生 ・杉 田 望1

毛 利 舞 香2・小 林 実 央3

は じ め に

本稿 は14世紀中 葉の チ ェ コ で制作 さ れた 『 ヴ ェ リ ス ラ フ 聖 書Velislavova Bibld 

の挿絵 の解説 と 、 こ れ を 用 い た 高校世界史授業 の教材化 の試み で あ るo Wザクセ

ン シ ュ ピ ー ゲノレt を あ つ か っ た 2015年度 の大学院授業5 に続 き 、 201 6年度 に は豊

富 な挿絵 で知 ら れ る こ の資料 を選択 し 、 1 年聞 か け て 取 り 組んだ6。 選ん だ理 由

は、 日 本語訳 、 つま り 聖 書 が簡単 に入手で きに かっ デジ タノレ・ ア ーカ イ ヴで挿

絵 を確認 で き る ( = 受講者 がみ な 手元 で図像 を確認 で き る ) た め で あ る 8。

周知 の よ う に 、 新 し い学習指導要領で は 、 平成34年度 から 現行の 世界史、 日

本史、 地理 (各A， B ) に 代 え て 、 歴史総合、 地理総合、 世界史探究、 日 本史探

1 静岡大学大学院 人文社会科 学研究科比較地域文化専攻2 年 (2016年度当 時の学年。 以下 も同様 ) 。
現在、 清水 国 際高校講師 。

2 静岡大学大学院 人文社会科 学研究科比較地域文化専攻 1 年。
3 静岡大学人文社会科 学部社会学科 人間 学 コ ー ス 4 年。
4 1 3世 紀 ド イ ツ で作成 され た法書 。 現在、 4 種の彩飾写 本が伝 え られ て い る 。 こ こ で は ハ イ デルベ
ノレ ク 大学図書館所蔵の ハ イ デノレ ベ ル ク 版 (ht tp: //dig i. ub.uni-heidelberg. de/dig lit/cpg 1 64) を使用

し た 。
5 藤井真 生 ・嶋岡祐太 ・杉田望 「史料紹介 と 教材 化 : rザ ク セ ン シュ ピ ー ゲルJ の 図像読解 と 世界

史教材 化 の試みH静岡大学人文論 集j 66巻2 号 (201 6) 、 35- 63頁、 藤井真 生 ・嶋岡祐太 ・杉田
翠 ・ 井上ま な ・ 小林 実央「 史料紹介 と 教材 化 : rザ ク セ ン シュ ピ ー ゲノレ 』 の 図像読解 と 世界 史教

材 化 の試み2 H静岡大学人文論 集j 67巻 1 号 (201 6) 、 4 1 -64頁。
6 他に 、 井上ま な (社会学科 歴史学 コ ー ス 4 年生)、 そ し て 前期 のみ 山梨夏水 (言語 文化学科 3 年

生) が参加 し た 。 選択 す る挿絵 の検討 は参加者 全員 でお こ な っ た 。
7 た だ し、 f ア ンチ キ リ スト ・ サ イ クノレ J の よ う な 、 現在 の 正典以外の内 容 も 含む 。
8チ ェ コ 国 立 図 書 館 の Ma nuscript orum 所 蔵 ( ht tp: //v2. ma nuscripl orium. com/a pps/ma in/index 

php ? req uest= req uest _ document& docI d= set 03112 148& client ) 。 なお 、 2 007年にチ ェ コ のArcha 90
社が、 300部の フ ァ ク シ ミ リ 版 を製 作 し て い る 。 園内 の 図 書館で所蔵 は確認 で き な い が、 海 外の
図書館か ら は貸借可能で あ る 。

qa

 

ワ山



究、 地 理探究が教え ら れ る こ と に な る 90 内容が細部ま で詰 め ら れ る の は こ れか

ら と し て も 、 世界史 と 日 本史 を 融合 し た 「歴史総合j は、 お も に現代社会 の 問

題 を理解す る の に 資す る も の と し て 、 近現代中 心 と な る こ と が イ メ ー ジ さ れて

い る 。 一方、 [世界史探究J で は 、 諸資料 を活用 し 、 広 い 時間軸 と 空間軸 の な か

で考察す る こ と が求 め ら れて い る10。 こ こ でい う 「諸資料」 の な か に は 、 当 然、

図像資料 も 含ま れて く る 。 そ の活用 が求 め ら れ る と い う こ と は、 高校教師 の側

も 諸資料 を博捜 し 、 工夫 し な け れ ばな ら な い と い う こ と を意味す る 。 2017年度

の 日 本西洋史学会大会 に お い て 、 歴史教育 に 関 し て 積極的 に発言 さ れて い る 小

川 幸司氏 が、 既存 の 資料集 は す で に加工済で あ り 、 教師側 と し て は キ ャ プシ ョ

ン の な い資料が必要 で、 あ る こ と を述べ ら れた 。 教師 自 身 の 問 い か け に即 し て 、

教材 を作 り 上 げて い く 余地 が残 さ れ る べ き だ と 理解で き る 。 し か し 、 文字資料

の翻訳量111こ比 し て 、 図像資料の解説本の 出版状況 は ど う で あ ろ う か120 ま だ十

9 I学習 指導要領改訂 の動向に つい て J (http://www .mex t.g o. jp/b_ menu/shing i/ chuk yo/chuk yo3/002 / 
siryo/ _ icsF i! es/afi eld五 le/2 0 1 6/0 8/0 1 /1 3742 11 _0 5.pdf) 。

10 I高等 学校学習 指導要領におけ る世 界史科 目 の改訂 の方 向性〈案) J ( http・//www .mex t.g o. jp/b_ 
menu/ shing i/ chuky o/ chuk yo3/0 62 / siry o/ _ icsF i! es/ afi eldfi le/2 0  1 6/0 6/2 0 /1 371 309 _11 .  p df# sear ch= % 

2 7% E4% B8%9 6% E7%9 5% 8C% E5% 8F% B2% E6% 8E% A2% E7% A9% B6%2 7) 。
1l ヨ ーロッ パ中世 史研究会編 『西洋 中世資 料集』 東 京 大学出版会、2 000 年、 歴史学研究会編 『世 界

史史料( 5)ョ ーロ ? パ世 界の成 立 と膨張一一1 7世 紀ま で』 岩波 書底 、2 007 年のよ う な編纂物か
ら 、 上智 大学中世思 想研究所の 『中世思 想原 典集成 』シ リ ーズ 、 先述 の 『ザク セン シュピ ーゲ

ル 』 のよ う な法蓄に関しで も 、 久保 正幡 ・石 川武 ・ 直居淳 訳 『ザク セン シュピ ーゲル ・ラン ト
法 』 創文社、 19 77年や塙浩 『ランゴバ ル ト 部族法 典 塙浩著 作集ー一一西洋法 史研究 (1 ) .1 信 山
社出版、 1992 年があ り 、 年代 記に関し ては 、 東 海 大学古 典叢 書の 『 トウ ール のグレ ゴ リウ ス 歴
史十巻 .1 (兼岩 正夫 、 台幸夫 訳) や園 本哲男 ・ 中条 直樹 ・ 山 口巌 訳 『ロシ ア原初 年代 記』 名古 屋
大学出版会、 19 87年、谷 口幸 男 訳 『デン マ ーク 人の事績 』 東 海大 学 出版会、 199 3年、 大沢一雄 訳
『アン グロ ・ サク ソン 年代 記』 朝 日 出版社、2 0 12 年、 三佐 川亮宏訳 『ザク セン 人の事績 』知泉 書
館、2 0 1 7年 など があ る 。 雑誌上 での訳出 も多数み られ る 。 都市法 研究には多く試 訳が付され てお
り 、 ま た公 会議 史料に関しで も 、 た とえば 、 藤崎衛氏 の監修 の下、 『ク リオ 』 上 で次々 と 訳が発

表され てい る 。 文学作品 も 含めれば枚挙に暇 が ない 。
12 使い易い も の とし て 、 ゲル ト ・ アル ト ホ フ (柳 井尚 子 訳H 中世 ヨ ーロツ パ万華鏡① 中世 人と

権カ 』 八坂 書房 、2 00 4年、 ハ ン ス= ヴ ェルナ ー ・ ゲッ ツ (津 山拓也 訳H 中世ヨ ーロッ パ万華鏡
② 中世 の聖 と俗 』 八坂 書房 、2 00 4年、 エノレン ス ト ・シュ ー ベル ト (藤代幸一 訳H 名 も なき 中

世 人の 日常 』 八坂 書房 、2 00 5年や、 フラン ソワ ・ イシ ェ (蔵持二三也 訳H絵解き 中世 の ヨーロッ
パ』 原 書房 、2 00 3年、 ロ パ} ト ・パ ー トレ ッ ト (棒 山紘一監 訳H 図解 ヨ ーロッ パ 中世 文化誌百

科 (上下)J原 書房 、2 00 8年、 池上俊一 『図説騎士 の世 界』河 出書房新 社、2 0 12 年、河原温 ・掘
越宏一 『図説 中世 ヨ ーロッ パ の暮 らし 』河 出書房新 社、2 0 1 5年を あげ ておしま た 、単独資 料を
扱 っ た も の とし ては 、 鶴島和博 『バ イ ユ 」 の綴織を読む 』 山川 出版社、2 0 1 5年 が公刊され てい
る 。 そ の他、カラ ー では ない が、 V ・ W ・ エグパ ー ト (藤川徹 訳H 中世パ リ の橋 の うえ で』啓 文
社、 199 5年が 『聖 ド ニ伝』 の挿絵を用い て 、 中世 パ リ の橋 の上 で繰 り広げ られ た光景を解説し て

い る 。 なお 、 クラウ デ ィ ア ・プ リンカ ー ・ フォン ・ デア ・ハ イ デ (一条麻美 子 訳H写 本の文化
誌 』 白水 社、2 0 17 年は 、 『マ ネ ッ セ写 本』制作の背景を 論 じ てい る が、 図像は 紹介され てい ない。
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分 に 提供 さ れて い る と は言ぃ難 い。

と こ ろ が、 近年、 日 本 も 含 め て 、 各地 の 図書館 は前近代資料、 と く に絵画資

料の デジ タノレ化が推進 し て い る九 ヨ ー ロ ツ パ で は 、 先述の 『ザク セ ン シ ュ ピ ー

ゲノレ』 他、 『 コ ン ス タ ン ヅ 公会議年代記.1 14や 『 マネ ツ セ 写本.1 15 な ど を所蔵す る ド

イ ツ の ハ イ デノレベ ル ク 大学図書館や、 『 フ ラ ン ス 大年代記』 吋也 、 多数の 魅力 的 な

図像資料 を 公開す る フ ラ ン ス 国立図書館の電子 サ イ ト 「 ガ リ カ GallicaJ な ど が

あ げ ら れ よ う 。 こ う し た 波 は大圏 ばか り で生 じ て い る の では な い。 本稿で利用

す る チ ェ コ の 国立図書館 もま た 、 中世史料の デジ タノレ・ ア ーカ イ ヴ化事業 を す

す め て い る 。 同 図書館がweb上 に構築 し て い る Manuscriptorum (Digital Library 

of Written Cultural Heritage) 17では、 聖 書の 写本 を例 に と る と 、 9 点 の ラ テ ン語

版、 15点 の チ ェ コ 語版 を閲覧す る こ と がで き る 180 r ヴ ェ リ ス ラ フ 聖 書』 は そ の

う ち の ひ と つ で あ る 。 こ の よ う に資料の デジ タノレ化 が進展 し 、 教室 で も簡単 に

手元 の端末か ら ア ク セ ス で き る よ う に な っ て い る 。 タ ブ レ ッ ト を使用 し た 授業

の 実践 は 、 今後ま すま す増加 す る と 予想 さ れ る 。 た だ し 、 図像 自 体 は見 ら れた f 
と し て も 、 専 門 的 な解説が な け れ ば、 研究者 で は な い 高校教師 に は簡単 に 利用

で き る も の で は な い だ ろ う 。 研究者 は歴史教育 お よ び社会一般 に還 元す べ き 責

務が あ る 。 一般 に 利用 で き る 形で の 図像資料解説の作成 も そ の中 に 含ま れ る と

い え る 。 そ し て 、 そ の た め の膨大 な 作業 が残 さ れて い る の で あ る 190

こ う し た歴史教育 と 資料 を め ぐ る 近年 の状況 を ふま え て 、 本稿 は 、 中世 ヨ ー

13 日 本では、 た と えば 国立 国会図書館の デジタル コ レ ク シ ョ ン で、 有名 な 『一遍上人絵 伝』 な ど が
閲覧で き る (http: //dl.ndl.g o・ jp/i nf o: ndljp/pi d/2591 573) 。

1 4 1 41 5年のヤ ン ・ フ ス処刑 を描 く 年代記 (http://dig i .ub.uni・ hei delberg .de/dig li t/i rOOI 96000/0041 /th
umbs ? si d= 6e5fO ebdcaa d4 7仔a ec095926e7094ec# /current_ pag e ) 。 近年 の教科 書 は す べ て 、 フ ス処
刑 の異 な る 図版 を 掲載 し て い る 。

15 1 4世 紀 ド イ ツ の歌謡写 本。 騎士 道文化 を示す資 料 と し て よ く 用 い られ て い る (ht tp: //dig i .ub.uni
hei delberg .  de/ dig li t/ cpg 848) 。

16 1 3世 紀の フラ ン ス で執筆 され 、 そ の後 も 書 き継 がれ た フラ ン ス王家 の正史。 い く つ かの版が知 ら
れ てい る 。 こ こ では シャルノレ 5世 版 を掲載 し てお く (http: //ga lli ca .bnf .f r/a rk:!1 21 48/btvlb84472995/
n .pla ncheconta ct.r二GRANDES+ CHRONI QU ES+ DE十FRANCE) 。

17 Ma nucsri ptorum ( http: //www .ma nuscri ptori um.co m/) 。 本プロ ジ ェ ク トに 関 し て は 、 菊池信彦
「 デジ タノレ化 の「 そ の先j へ : ヨ ーロ ッ パにお け る 中世写 本 の デジ タル 化の現状 と デ ジ タル ヒュ ー

マ ニ テ ィ ーズH情報の科 学 と技術j 65-4号 (201 5年)、 1 55-1 63頁。
18 そ の他に もチ ェ コ の歴史 を 記 し た年代記、 市民 の仕事 道具 を 多数 掲載す る聖歌 集、 中世 の 自 然科

学 的 な 知識 を 結集 し た科 学警 な ど、 さまざま な ジャ ンル の写 本が収録 され て い る 。 そ の ジャ ンル
に つ い て は 、 ヴ ァ ー ツラ フ ・ フ サ編著 (藤井真 生訳)f 中世 仕事 図絵 』 八坂 書房 、 201 7年、 参考
文献欄 を 参照 。

19 文字史料の翻 訳に関 しで も 、 これ で十分 だ と い う わけ で は な い。 個々 の研究者に よ る さ ら な る 訳
出 が期待 され る 一方で、、 史料翻 訳 の デ ー タベ ー ス 化 も待 ち 望まれ る 。
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ロ ッ パ社会の 理解 に役立つ 豊富 な挿絵資料 を備 え た 『 グ ェ リ ス ラ フ 聖 書』 の紹

介 と 解説 、 そ し て こ れ を用 い た 授業案 を提供 す る も の で あ る。 3 章 で紹介 さ れ

る よ う に 、 中世 ヨ ー ロ ッ パ の文化 (騎士 道や修道院文化、 教会建築 な ど) だけ

でな く 、 農 業や裁判 の 模様 な ど を 数多 く 含み、 ひ と つ の 資料で中世 ヨ ー ロ ッ パ

社会の 全体 をカ ヴァ ー す る こ と がで き る た め で あ る。 以下、 1 章 で は資料の紹

介 (担当 : 藤 井 ) を、 2 章で は 図像の解説 (担当 : 毛 利、 小林、 杉田) 、 3 章で

は模擬 授業案 (担当 : 杉 田) を掲載す る 200

1 章、 『ヴェリス ラ フ聖書』 につ いて

188葉か ら な る こ の聖 書 は 、 最後の頁 で聖 カ タ リ ナ の 前 に脆 く 聖 職者が発注者

と み な さ れて い る。 そ の人物 は、 ノレ ク セ ン プノレ ク 朝期 に 国王 ヤ ン (1310-46) の

下で書記 とし て 登場 し 、 次代カ レノレ 4 世 (1346・78) 時代 に な る と 外交官 とし て

も 活動す る よ う に な る 、 プ ラ ハ 聖 堂参事会員 ヴ ェ リ ス ラ フ で あ る 21。 彼が発注

し た 背景 は不 明 だ が、 お お よ そ 1340年頃 に 、 プ ラ ハ の俗人の 工房 で制作 さ れた

と 考え ら れて い る 22。 画家 の 名 は伝わ っ て お ら ず、 作画 の 影響関係 は解明 さ れ

て い な い が、 こ う し た 線描画 は 、 同世紀中 に 制作 さ れた『女子修 道院長 ク ン フ

タ の殉教者受難物語Pasionál abatyse Kunhuty JI や 『挿絵 の書 Liber depictusj な

ど に も み ら れ るお。 ま た 、 ゴ シ ッ ク 時代 の絵画 に 属 す る が、 描 か れて い る 人物

の服装 に は ロ マ ネ ス ク 時代 の遺風がみ て と れ る。

画面 は基本的 に 赤い 線で大枠が示 さ れて お り 、 各頁 は 上下 に二分割 さ れて い

る (89rや 98ζ ll 1v な ど の よ う に 、 例外的 に 全頁 で構成 さ れて い る 画 も あ る )。

まず 線描 し 、 次い で最大 3 行 ほ ど の 字句 が書 き 込ま れ、 最後 に 水彩 が施 さ れた

と 考え ら れて い る。 色 は赤や緑 が多 い が、 青や黄色系統 も 使わ れて い る。 こ の

聖 書は 、 テ キ ス ト 理解 の た め に挿絵 が付 さ れて い る わけ で は な く 、 む し ろ 文字

が場面理解の 一助 とし て書 き 込ま れて い る。 同 時代 の聖 書 が さ ほ ど多 く 伝来し

剖 こ の模擬授業は、 静岡大学人文社会科 学部の歴史学 コー スが主催し ている地歴 教員養成 講座 ( 地
域連携応援プロ ジェ クト 採用 ) の2 0 1 7年度第4回目に 実施 され た も の で ある。 本講座 の活動内容

に つい て は、 コー ス HPを 参照 され たい( http: //www. hss. shiz uoka. a c.jp /sh北剖/ histor y/) 。
2 1  K. Stejska l， P. V oit， llluminované rukopお1ydo砂h悶itslcé， Pr a ha， 199 1， p .  3 8. 
22以下、 チェ コ 国立図 書館 M皿 iscr ip tor umに 掲載 され ている情報を 参照(註8 ) 。
田 前者 は、 プラハ 城 内 に ある聖 イ ジー 女子修 道院 の続長 クン フ タ(プシェ ミ スル・オ タカル2世 の

長 女) が13 10 年代 に制 作 させ た も の。2 6枚 の水彩画を 含む 。 後者 は、 こ の時代 の大貴 族ロ ジ ュン
ベル ク家 が本拠 とするチェ ス キー・ クル ムロ フ の フラン シ ス コ 会修 道院 で制 作 され た も の。 着色
は され てい な い。
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て い る わ け で は な い た め、 断定す る こ と は で き な い が、 チ ェ コ 国立図 書館所蔵

の Manuscriptorum で公開 さ れて い る 聖 書 に は、 こ の よ う に 図像メ イ ン の も の は

他 に 見当 た ら な い。

内 容 は 、「創世記J ( 1r四 52v) に 始 ま っ て 、 「 出 エ ジ プ ト 記J (53r-88v) 、「ダニ エ

ル書J (8 9r司 108r) 、 「士師記J ( 108v-1 15r) 、 「 ユデ、イ ト 記J (1 15v- 130r) 、「 ア ン チ キ

リ ス ト ・ サ イ ク ノレJ ( 130v- 135v) 、 「 キ リ ス ト ・ サ イ ク ノレJ ( 136r- 149r) と 続 き 、 書

物 と 関係 な く 聖 人 が描 か れ る 数葉 を は さ んで、「 ヨ ハ ネ の 黙示録J (153r- 168v) 、

「使徒行伝J (169r国 179v) 、「聖 ル ド ミ ラ と 聖 ヴァ ー ツ ラ フ 伝J (180r- 188r) で終わ

り を迎え る 。 チ ェ コ の 守護聖 人 2 人 (祖母 と 孫) を描い た最後の 聖 人伝 は、 こ

の聖 書 がチ ェ コ で生み 出 さ れた も の で あ る こ と を こ の 上 な く 物語 っ て い る 。

豊富な挿絵 か ら は、 当 時 の農耕や牧畜、 狩猟、 建築、 軍隊や宴会 の様子 を う

か が う こ と がで き 、 中世社会 を 理解す る た め の 重要 な 資料 と な っ て い る へ ま

た 、 有名 な聖 書 の 場面 を、 当 時 の画家 が ど の よ う に描 き 表 し た の か、 ど の よ う

な 決 ま り ご と の 上 に 表現 し て い る の か も 看取で き る 。 そ う し た 点 を ふ ま え て 、

2 章 で は道具、 動物、 身 な り /身ぶ り に 着 目 し た 。 そ の解説 は次章 に 譲 る と し

て 、 以下 で は 『 ヴ ェ リ ス ラ フ 聖 書』 に描 かれた 場面 の 内容 を 1 頁 ご と に 示 し て

お く 。 た だ し 、 残念 な が ら 紙幅 の 関係 で「創世記J の み と す る 。

F olio 場 面内 容 章/節 F olio 場 面内 容 章/節
1r上 世 界の創造 、 1 日目 1/1-5 J r下 世 界の創造 、 1 日目 1/1- 5  

1v上 世 界の創造 、 2 日目 1/6- 13 1v下 世 界の創造 、 3 日目 1/6- 13 

2 r上 世 界の創造 、 4 日目 1/14-23 2 r下 世 界の創造 、 5 日目 1/14- 23 

2 v上 世 界の創造 、 6 日目 1/24-31 2v下 楽園 ( ア ダム の誕 生) 2/1- 14 

3r上 禁断 の果実 2/15- 17 3r下 エ ヴ ァ の創造 2/21 -22 

3v上 ア ダム と エ ヴ ァ の結婚 2/23- 25 3v下 蛇 の誘惑 3/1 -6 

4r上 果実摂取 と差恥 の開始 3/6- 8  4r下 違反 の確認 3/9- 13 

4v上 原 罪 3/13- 24 4v下 楽園追 放 3/13-24 

5r上 楽園を守護 す る天 使 3/25 5r下 エ リヤ と エノ ク ※ 
5v上 耕 す ア ダム 、 紡ぐ エ ヴ ァ 4 5v下 種を蒔 く ア ダム と息 子 た ち 4 

6r上 牧 人 ア ベノレ と 農夫カ イ ン 4/2 6r下 神への奉献 と ア ベノレ の殺害 4/3- 8 

6v上 カ イ ン の罪 の認 知 4/9・ 16 6v下 カ イ ン の都 市建設 4/17 

7r上 エノ ク の 子孫 4/18- 21 7r下 同左 4/18-21 

24 歴史資 料 と し て の写 本挿絵に つ い て は 、 堀越宏一 「中世 ヨ ーロッ パ の写 本挿絵にお け る 時代 表現
と写 実性j甚野尚志 ・益田朋幸 編 『 ヨ ーロッ パ 中世 の 時間 意識 』 知泉 書館、 201 2年、 337- 358頁。
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7v 上 トパノレ ・ カ イ ン 4/22 7v下 レ メ ク の認知 4/23-24 

8r上 ア ダム の子孫 4/25-26 8r下 同左 5/1 阻1 7

8v 上 イ エ レ ド の子孫 5/1 8-32 8v下 同左 5/1 8-3 2 

9r上 人類 の増加 6/1 -21 9r下 方舟 建造に 関 す る 神 の指示 6/1 -21 

9v 上 ノ ア の方舟 建造 7 9v下 洪水、 方舟 か ら 放たれ た鳩 8/1-1 2  

10 r上 ノ アが焼く 生賛 8/20 -22 10 r下 祝 福され るノ アと息子 たち 9/1 

10 v 上 プ ドウ を植え るノ ア 9/20 10 v下 酔って眠 るノ アと息子 たち 9/21 -23 

11 r上 カ ナ ン を呪 うノ ア 9/24-26 11 r下 ノ ア の子孫 10 ， 11 /1-3 

11 v 上 パピロ ン の塔 の建設 11 /4-9 11 v下 同左 11 /4-9 

1 2r上 セ ム の子孫 1 1/10 -32  1 2r下 国 を 出 る アプラ ハ ム 、 サラ 、 1 2/1 -4 
ロト

1 2v 上 カ ナ ンの地にき たアブラ ハ ム 、 1 2/5-8 1 2v下 神への呼び か け 1 2/5・8
祭壇 の建造

1 3 r上 エ ジプト へ出発す る アプラ ハ 1 2/10 -1 5 1 3 r下 フ ァラ オ の宮殿に 連行され る 1 2/10 -1 5 
ムと サラ サラ

1 3 v 上 エジプト か ら追 放され る アブ 1 2/1 7-20 1 3 v下 神に呼び か け る アプフ ハ ム 1 3 /1-4 
ラ ハ ムと サラ

1 4r上 ロト の家畜 1 3/6-1 2 1 4r下 アプラ ハ ム の牧人とロト の牧 1 3/6-1 2 
人 の争い

1 4v 上 カ ナ ン を与え られ た アプラ ハ 1 3/1 4-1 8  1 4v下 シディ ム の戦い 1 4/8-1 2 
ム 、 祭壇 の建造・

1 5r上 ロト の捕獲 を聞き知 る アプラ 1 4/1 4-1 6 1 5r下 アプラ ハ ム の勝利 1 4/1 4-1 6  
ハ ム

1 5v 上 アプラ ハ ム を祝 福 す る メル キ 1 4/1 8-20 1 5v下 アブラ ハ ムに子孫 の繁栄 を約 1 5/1-5 
ゼデ ク 束 す る 神

1 6r上 神に奉献 す る アプラ ハ ム 1 5/9-1 2 1 6r下 野鳥 の 番 1 5/9-1 2 

1 6v 上 女奴隷 を与え る サラ 、 イシ ュ 1 6  1 6v下 立ち去 る ハ ガル 、 帰還 を命じ 1 6  
マ エノレ の誕 生 る天使

1 7r上 神と アプラ ハ ム の契約 1 7  1 7r下 イ サ ク の誕 生の告知 1 7  

1 7v 上 3人 の アブラ ハ ム訪問 1 8/1-7 1 7v下 アプラ ハ ム の歓待準備 1 8/1 巴7

1 8r上 3人 の歓待 1 8/8-23 1 8r下 ソ ド ム維持 を願 う アブラ ハ ム 18/8-23 

1 8v 上 ソ ド ムに来 た天使 1 9/1 ・3 1 8v下 天使 を歓待 す るロト 1 9/1 -3 

1 9r上 天使 を囲むソ ド ム人 1 9/4-1 5 1 9r下 天使 のソ ド ム人殺害 1 9/4-1 5 

1 9v 上 ロトを 連れ 出 す天使 1 9/1 6-29 1 9v下 ソ ド ム の滅亡 19/1 6-29 

20 r上 父 を酔わ すトロ の娘 、 ベ ン ・ 1 9/31-38  20 r下 モ アブ の誕 生、 グラル滞在 20 /1 -2 
ア ミ の誕 生

20 v 上 サラ を召し 出 す アピ メ レ ク 1 2  20 v下 アプラ ハ ム の子供 1 6， 21 /1 -13 

21 r 上 ノ、jfノレと イシ ュマ エノレ の追 放、 21 /1 4-20 21 r下 射手とな る イシ ュマ エル 21 /1 4・20
水 の祈り
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21v 上 イ シュマ エ ノレ の結婚、 アプラ 21/21-34 21v下 ぎよ り ゅ う を植え 、 神 を呼ぶ 21/21-34 
ハ ム と ア ビ メ レ ク の契 約 アプラ ハ ム

22r_t イ サ ク の生賛 の指示 22/1-5 22r下 向左 22/1-5 

22v 上 イ サ ク の犠牲 22/6・13 22v下 羊 の犠牲 22/6-13 

23r 上 アプラ ハ ム の帰還 、 ナ ホ ノレ の 22/16- 24 23r下 サラ の死 23/1-4 
子孫

23v 上 マ クベラ洞穴 の購入 23/5-20 23v下 イ サ ク の嫁 さが し 24/1-10 

24r上 リベ カ と 召使、 贈 り 物 24/11-24 24r下 ラパ ン の 出迎え 24/11-25 

24v上 召使 とラバ ン、 ベト エ ノレ 24/25-67 24v下 リベ カ と イ サ ク の結婚 24/25-67 

25r上 イ サ ク とりベ カ の 出立 26/1-10 25r下 アピ メ レ ク と の対話 26/1-10 

25v 上 種 を蒔く イ サ ク 26/11-16 25v下 ア ビ メ レ ク の 出立命令 26/1l -16 

26r上 アプフ ハ ム の子孫 25/1-9 26r下 アプラ ハ ム の埋葬 25/1-9 

26v 上 イ サ ク の願い 25/21-34 26v下 エ サウ とヤ コプ 25/21-34 

27r上 ゲラ ノレ の井戸掘 り 26/18-25 27r下 イ サ ク のネ斤 り 26/18-25 I 
27v 上 エサウに食事 を求め る イ サ ク 27/1-16 27v下 ヤ コプに助言す る リベ カ 27/1- 16 

28r上 父に食事 を 用意 す るヤ コプ 27/17- 30 28r下 鹿 を射て 調理す る エ サウ 27/17-30 

28v上 父に食事 を もってき た エ サウ 27/31-46 28v下 ラパ ン の も と へ旅 立 つヤ コプ 28/1-2 

29r上 ヤ コプ の夢 28/12-22 29r下 同左 28/12-22 

29v 上 ヤ コプ とラケ ノレ 29/1-14 29v下 ヤ コプ とラパ ン 29/1-14 

30 r上 レ ア を与え るラパ ン 29/15- 32 30 r下 ラケ ル を与え るラパ ン、 ヤ コ 29/15-32 I 
プ の息 子ノレベ ン

30 v 上 ヤ コプ と レ ア の 子供 29/33-35 30 v下 ラケ ルの願い 30 /1-4 

31r上 ヤ コプ の子供 30 /16-24 3l r下 同左 30 /16-24 

31v 上 ヤ コプ とラパ ン の群分 20 /25- 43 31v下 妻 たち と 話すヤ コブ 31/1-5 

32r上 カ ナ ン へ帰 るヤ コプ 31/17 -23 32r下 ヤ コプ を追 うラパ ン 31/17- 23 

32v 上 ラパ ン とヤ コプ の会話 31/24-46 32v下 ラバ ン とヤ コプ の和解 31/24-46 

33r上 契 約 の石塚、 娘 を祝福 す るラ 31/47- 54 33r下 天 使 と 会 うヤ コプ 32/1-3 
パ ン

33v 上 使者 の派遣 32/4-9 33v下 エ サウ と 使者 32/4-9 

34r上 ヤ コプ の贈 り 物 32/10 - 22 34r下 同左 32/10 - 22 

34v 上 神 と戦 うヤ コプ 32/23・33 34v下 エ サウ とヤ コプ の和解 33/1司5

35r上 土 地の購入、 デ、ィ ナ 33/18- 20 35r下 ディ ナ と シケ ム 、 ヤ コプ と ハ 34/1-19 
モ ノレ

35v 上 契 約 の通知 34/20 -28 35v下 ハモ ノレ と シケ ム の殺害 34/20 -28 

36r上 捕虜 を連行す る シ メ オ ン と レ 34/29-31 36r下 息 子 と 話すヤ コプ 、 神に呼ば 35/1 
ビ れ るヤ コプ

36v 上 ヤ コプ の誓 約 35/2-8 36v下 デボラ の死 35/2-8 

1 37r上 柱 の聖 別、 ラケ ル の 出産 35/9-20 37r下 l ラケ ノレ の死 35/9-20 
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37v上 イ サ ク の死 35/22-29 37v下 ヤ コプ の息子 たち

38r上 ヨ セ フ の夢 37/5-10 38r干e 同左

38v上 ヨ セ フ の派遣 37/12-23 38v下 ヨ セ フ の殺害計画

39r上 ヨ セ プ を蔽め る 兄弟 37/24-28 39r下 売 られ た ヨ セ フ

39v上 ヨ セ フ の衣服 37/29-35 39v下 ヤ コプ を だ ま す息 子

40r上 ユ ダの結婚 38/1-6 40r下 エルと タマ ノレ の 結婚

40v上 エ ノレと オ ナ ン の死 38/7-13 40v下 使者 を迎え る タマ ノレ

41r上 ベ レ ツと ゼラ の 出産 38/27・30 41r下 ヨ セ フ を購入す る ポ テ ィ フ ァ
JV 

41v上 ヨ セ フ の奉 仕、 妻 の誘惑 39/6-18 41v下 主人 の妻 の 中傷

42r上 ヨ セ フ の投獄 39/20-23 42r下 ヨ セ フ の夢解き

42v上 フ ァラ オ の夢 4111 -37 42v下 ヨ セ プ の夢解き

43r上 ヨ セ フ の巡行 41138-44 43r下 同左

43v上 ヨ セ フ の結婚 41/45-53 43v下 飢鍾への備え

44r上 民衆の訴え 41154-57 44r下 食糧の売却

44v上 息子 を派遣す る ヤ コプ 42/1 - 1 1  44v下 ヨ セ フに 面会す る 兄弟

45r上 兄弟 の投獄 42/17-26 45r下 兄弟 の解放

45v土 穀物袋 の 中 の銀 42/27-38 45v下 エ ジプ ト へ連行さ れ る 末弟

46r上 ヨ セ フと 兄弟たち 43/15-23 46r下 シ メ オ ン の解放

46v上 部屋で泣く ヨ セ フ 43/26-34 46v下 兄弟の食事

47r上 杯の混入 44/1-5 47r下 兄弟たち の 出発

47v上 窃盗の疑い 44/6品 47v下 正体の告 白

48r上 ヨ セ フ の贈り 物 45/6-22 48r下 同左

48v上 エ ジプト か ら の帰還 45/23-28 48v下 ヨ セ フ の奉献

49r上 エ ジプ ト へ の 出発 46/5-30 49r下 ヤ コプと ヨ セ フ の再会

49v上 エ ジプ ト 移住の許可 47/7-12 49v下 家族への給付

50r上 人 びと の訴え 47/13-17 50r下 家畜と 穀物 の交換

50v上 土地の購入 47/18-31 50v下 ヤ コプ の願 い

51r上 エ フラ イ ムとマ ナ セ の祝 福 48/10-19 51r下 息子 たち を祝 福 す る ヤ コプ

51v上 ヤ コプ の死 50/1-6 51v下 埋葬許可 の 申 請

52r上 ヤ コプ の移送 50/7-13 52r下 ヤ コプ の埋葬

52v上 兄弟 の謝罪 50/14-26 52v下 ヨ セ フ の埋葬
Folio (葉) 番号、 r (表)、 v (裏)、 画面の上下の順に記してある。 以下の番号 も 同 じ。

章節の区切 り や閏有名詞の表記は、 新共同訳の2004年版に準拠している。

ア プ ラ ム は17章で神に改名 古 れ ア プ ラ ハ ム と名 乗るが、 ここでは表記を後者に統ー した。
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2 章、 図像解説

【道具編】

以下 で は 『 ヴ ェ リ ス ラ フ 聖 書』 の 図像の う ち 、 生業 に 関連す る 道具 に 関 す る

も の を 項 目 ご と に 取 り 上 げ、 可能 な も の に つ い て は 同 時代 の 日 本の道具 と の 比

較 を 試み る 。

( 1 ) 農耕 ・ 牧畜 ・ 狩猟

ま ず、 畝立て ・ 整地 に 関連す る 道具 (①) と し て 、 ス コ ッ プ、 レ ー キ (整地

用 熊手) が挙 げ ら れ る 。 ス コ ッ プの 刃先 は一部金属 が用 い ら れて い る 25。 こ れ

ら は主 に 畑作や井戸掘 り の場面で登場す る が、 レ ー キ に 関 し て は 「 ア ン チ キ リ

ス ト ・ サ イ ク ノレj の焚書 の場面で も 登場す る (135r) 。 こ の場合 は、 農具 と は異

な る 使 わ れ方 で あ る 可能性 が推定 さ れ る 。 続 い て 、 種蒔 き に 関 す る 道具 (②)

と し て は、 か ごや袋が あ る 。 こ れ ら は運搬用 の 道具 と し て も 用 い ら れ る が、 農

業 を行 う 場面 で登場す る 場合 は、 種蒔 き に伴 う 道具 と み な し た 。 収穫 に使用 さ

れ る 道具 と し て 、 麦 な ど の収穫 に 用 い ら れ る 曲 が り 刃 の 刈 り 鎌 (sickle) (③-1) 、

編み か ご、 葡萄 な ど果樹の収穫 に 用 い ら れ る ナ イ フ (③・2) 、 主 に 草 の 刈 り 取 り

に 用 い ら れ る 大鎌 (scythe) (③-3) 、 自 在鈎 な ど がみ ら れ、 収穫の対象物 に よ っ

て使用 す る 道具 が異 な っ た こ と が確認で き る 。 ま た 、 収穫作業 と 関連 し て 、 穀

物 の 脱穀 と 木 の 伐採 に つ い て も 触 れ る 。 脱穀具 と し て は 、 唐竿 ( flail ) (③ -4) 

が用 い ら れて い る 。 こ の道具 は、 長い竿 の先端 に 回転す る 短 い棒 を 取 り 付 け た

も の で、 穀物 に 叩 き つ け る こ と で脱穀 を 行 っ た 。 木の伐採 に は斧 が用 い ら れた

(③・5) 。 日 本の農具 に つ い て は、 鋤 ・ 鍬 ・ 2裂 が基本で あ っ た と さ れ る お。 平安時

代末期 か ら 鉄製品 に つ い て 、 特権的 な 取引 が さ れ る よ う に な っ た が、 中世 に入っ

て も 依然高価 で あ り 、 鉄製農具 も 貴重 品 だ っ た ヘ ま た 、 鎌 に つ い て は聖 書 中

の大鎌 と 同様 に 、 草刈 り に 特化 し た 鎌が見受 け ら れ る 。 『七十一番職人歌合』 の
「草苅J に み え る 鎌 は、 刃 が長 く 、 先 が と が っ て い る と い う 特徴が あ る 280 脱穀

田 鉄の生産 は12世紀に は ヨ ーロ ? パに 拡大し 、 13世紀 ま でに 農村で営業す る 鍛冶屋が 農機具の 刃 や
斧、 の こ ぎ り な ど の 鉄器具 を供給す る よ うに なっ た 。 堀越宏一 『中世 ヨ ーロ ? パ の農村世界』 山
川 出版社、 1997年、 43頁。

描 鎌倉期の農具 は、 『庭訓往来 H今昔物語』 に よ る と 鋤 ・ 鍬 ・ 撃が 基本であっ た 。 木村茂光編 『 日
本農業史』 吉) 1 1 弘文館、 20 10 年。

27 窪田 蔵郎 『鉄か ら 読む 日 本の歴史』 講談社学術文庫、 200 3年。
掴 鎌倉期 (13世紀 ご ろ ) か ら 草苅 を 生業 と す る人 々 の給免聞 の集合体で あ る 「草苅散所J が 史料中

に 見え る こ と か ら 、 専業の職レヘが使 用してい た こ とが う かがえ る 。 盛本昌広 『草 と 木が 語 る 日 本
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具 の 中世の様相 に つ い て は 明 ら かで は な い が、 近世前期 に は扱 き 箸 と 呼ばれ る 、

2 本の竹 の棒で穂 を挟み、 籾 を 扱 き 落 と す道具 が用 い ら れた 290
貯蔵 に 関 す る 道具 で は主 に穀物 の貯蔵 に 関 す る も の を 取 り 上 げ る 。 ま ず、 さ

す ま た の よ う な こ股 の農具で穀倉 に 収穫 し た穀物 を 束 ご と 収納す る 様子 (④- 1)

が描 か れ る 。 そ の他 に は、 鍵付 き の長植 (④-2) や袋 (④ -3) に脱穀 し た 後の
籾 を貯蔵す る 場面が挙 げ ら れ る 。

牧畜に 関 す る 道具 に つ い て は牧人 の持 ち 物 と し て の 角 笛や杖 (⑤- 1) 、 家畜に

伴 う 道具 と し て の鞭、 水飲み 台 (⑤ -2) が挙 げ ら れ る 。 牧人 の 持つ杖 は先端 の

ど ち ら か が丸 く な る 形態で あ る 。 ま た 、 牧人の 持つ杖や鞭 は、 戦闘 の 場面で武

器 と し て の利用 も 確認 で き る 。 そ の他 に 、 家畜の 水や り の場面で井戸 (⑤-3)

が描 か れ る 場合 も あ る 。 狩猟に 関 す る 道具 (⑥) と し て は 弓 矢 が挙 げ ら れ る 。

形態 は戦闘場面で用 い ら れて い る も の と 同一 で、 あ る 。

日 本で は、 牧畜や狩猟 に 特化 し た 道具 は あ ま り み ら れ な い。 絵巻物 に登場す

る 馬子や牛飼 い の持 ち 物 と し て 、 鞭が描 か れ る 場合が あ る 程度 で あ り 、 狩猟に

関 し て は戦闘 に 用 い ら れ る 武器 と 同ー の も の が用 い ら れ る 場合が多 い 。

( 2 ) 手工業 ・ 土木

紡績 に 用 い ら れ る 道具 (⑦) と し て 、 糸 巻 き 棒 (distaff) 、 紡錘車 ( spindle)

が挙 げ ら れ る 。 こ れ ら は古 く か ら 用 い ら れた 道具30で、 左手 に 糸巻 き 棒 を 持 ち

繊維 の 束 を巻 き つ け て お き 、 右手で繊維 を つ ま み、 経 り を か け な が ら 糸 を 引 き

出 し 、 あ る 程度 の長 さ に な っ た ら 糸 を紡錘の 上部 に 結 び付 け、 紡錘 を つ り 下 げ

る と 重み で繊維が少 し ず、つ 引 き 出 さ れ、 回転 に よ っ て 経 り がか か る と い う 仕組

み で あ る 31。 糸紡 ぎ は世俗の 女性 の 一般的 な 労働 の 象徴 と し て も 用 い ら れ た320

鍛冶 に 関 す る 道具 (⑧) と し て 、 ハ ン マ ー、 金床、 ふ い ご が挙 げ ら れ る 。 日 本

で も 『東北院職人歌合絵』 な ど に お お む ね 同様の道具 が描 か れ る が、 ハ ン マ ー

の 中世』 岩波書底、 2012年。
却 秋山高志 ・ 北見俊夫 ・ 前村松夫 ・ 若尾俊平編 『図録 農民生活史事典』 柏書房、 1991年、 90頁。
即 時世紀末 に は紡 ぎ車が ヨ ー ロ ヅ パ に登場す る が、 1280年代 に織物商ギル ド に よ る 禁止令が出 さ れ

た り 、 1340年頃の プ リ ュ ー ジ ュ の 『工芸の書』 の 中 に 「紡 ぎ手 は … …紡 ぎ車で横糸 を紡 ぐ よ り も
糸巻 き 棒で縦糸 を紡 ぐ ほ う が多 く 稼 げ る J と の一節が見 え た り す る こ と か ら 、 急速に 普及 し た も
の で は な か っ た と 考 え ら れ る 。 J ギー ス /F. ギ ー ス (栗原泉訳H大聖堂 ・ 製鉄 ・ 水車 中世 ヨ ー
ロ ッ パ の テ ク ノ ロ ジ ー』 講談社学術文庫、 2012年、 228-229頁。

31 J. ギ ー ス /F. ギ ー ス 前掲書、 75-76頁。
回 G. ハ イ ン ツ z モ ー ア 『西洋シ ン ボル事典 キ リ ス ト 教美術の記号 と イ メ ー ジー』 八坂書房、 2003

年。
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に 相 当 す る カ ナ ヅチ の他 に 、 向 う 槌 (相槌) と し て 大カ ナ ヅチ も 用 い ら れ る 330
建築 に つ い て は 、 ま ず高所作業 に伴 う 道具 を 取 り 上 げ る 。 特徴的 な も の と し て

資材運搬 に 用 い る 滑車34 (⑨-1) があ る ほ か、 高所作業用 の 足場 (⑨ 2) や は し

ご (⑨-3) が挙 げ ら れ る 。 ま た 、 建築 に 直接関 わ る も の で は な い が、 先 が二股

に 分 か れ た 道具 (⑨ -4) も 描 か れ る 。 こ の 道具 の 詳細 に つ い て は不 明 で あ る 。

そ の他ハ ン マ ー (⑨-5) や こ て (⑨ 6) を 用 い た 石 の積み上 げ、 三角 ぐ わ に よ

る 土 の 調整 (⑨ー7) 、 長柄 の 斧 に よ る 製材 (⑨ -8) 、 建物 の 解体 に 用 い る つ る は

し (⑨-9) な ど が挙 げ ら れ る 。

( 3 ) 商業 ・ 運搬 ・ 通信

商業活動 に 関 す る 道具 と し て は、 貨幣 (⑩- 1) 、 鍵付 き の箱、 天秤 (⑩-2) が

挙 げ ら れ る 。 貨幣 の や り 取 り を行 う 際 に は、 ボ ウ ノレ状 の器や袋 な ど に貨幣 を入

れて 取引 が行わ れ る 例 が あ る 。 運搬 に 用 い る 道具 と し て は、 袋 (⑪ -1 ) 、 杖 (⑪

-2) 、 か ご (⑪ -3) 、 馬 も し く は ロ パ (⑪ -4) 、 馬車 (⑪ -5) 、 担架、 肩掛 け鞄状

の 袋 (⑪ -6) が挙 げ ら れ る 。 袋 に 縄 を か け て 背負 う 方法や杖 に 荷物 を か け て 運

ぶ方法 は 、 他 の絵画資料 に も み ら れ る 中世 の 運搬方法で あ る と 考 え ら れ る 。 か

ごや袋 は背負 う だ け で な く 、 首 か ら か け て 運搬す る 場合 も あ る 。 通信 に 関連す

る 道具 と し て は、 手紙 (⑫- 1 ) 、 ポ シ エ ツ ト 状 の 装身具、 書物 (⑫ -2) 、 板状の

も の を 掲 げ る 告知 (⑫-3) が挙 げ ら れ る 。 手紙 に つ い て は 、 印章 が紐で添 え ら

れて い る こ と が確認で き る 。

( 4 ) 生活動作

水汲み の動作 に伴 う 道具 と し て は、 井戸 (⑬ ー 1 ) 、 つ る べ (⑬ -2) 、 巻 き 上 げ

式つ る ベ (⑬-3) 、 汲んだ水 を運搬す る 水瓶、 鍋 が挙 げ ら れ る 。 つ る べ に つ い て

は 、 鍋や壷 に 直接縄 を 括 り 付 け て 落 と す も の と 、 滑車 を 用 い て 縄 を巻 き 上 げ る

も の と の 2 類型 が認 め ら れた 。 そ の ほ か、 天秤棒 を 用 い た 水の 運搬 (⑬ -4) も

見受 け ら れ る 。 調理 に 関 す る 道具 と し て は大釜、 自 在鈎、 調理用 の壷が挙 げ ら

れ る 。 自 在鈎 を 用 い て 大釜 を 火 に か け る 場合 (⑭ー 1) と 、 調理用 の壷 を 直接火

に か け る 場合 (⑭ー2) の 2 通 り が認 め ら れ た 。 そ の他 に 、 パ ン焼 き 用 の 窯 (⑭

回 遠藤元男 『 ヴ ィ ジ ュ アル 史料 日 本職人 史 第 1 巻 職人 の誕 生』 雄 山 間、 1991 年、 61 頁。
34  1 3 世紀初め ま でに は初期 の型式の巻き 上 げ機が 建築に 用い られ 、 お そ ら く 1 3 世紀中葉 ま でに 大き

な 踏み車が 採用され る よ うにな り 、 動力 を加え る の を簡単に す るとと もに 、 重い荷物 の つ り 上 げ
を も 容易にし た 。 ジ ョ ン ・ ハ ー ヴ ェ ー (森岡敬一郎訳H 中世の職人 Il 建築の世界』 原書房、

1 986年。
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-3) や 、 小麦粉用 の 簡 (⑭-4) も 挙 げ ら れ る 。 食事 を 行 う 際の 道具 (⑮) と し

て は 、 ナ イ フ 、 杯、 皿や壷 な ど の食器類、 パ ン 、 水差 し 、 ボ ウ ノレ な ど が あ る 。

パ ン に つ い て は、 食材 と し て の描写の ほ か に 、 皿代わ り に利 用 す る 場面 も 確認

で、 き る 。

( 5 ) 戦闘

戦闘 に は騎馬 同士 で行わ れ る 対人戦 と 、 謹城す る 兵士 を 攻 め る 攻城戦の 2 つ

が あ る 。 対人戦 に 伴 う 道具 (⑮) と し て は 、 剣、 盾 、 甲 胃 、 槍、 根棒、 戦車

( chariot) 、 鞭、 旗、 槍斧 (halberd) 、 弓矢、 矢筒、 ク ロ ス ボ ウ (石 弓、 琴)35が

挙 げ ら れ る 。 こ の う ち 、 鞭や 弓矢 に つ い て は戦闘以外の 場面で も 登場す る 。 攻

城戦 に 用 い ら れ る 道具 (⑫) に つ い て は、 対人戦で も 用 い ら れ る 剣、 槍、 弓矢、

盾 に加 え て 、 城へ乗 り 込 む た め の は し ご、 攻め込んで、 く る 兵士 に 投 げ る 石、 城

の壁や塀 な ど を壊す た め の つ る は し な ど が登場す る 。

( 6 ) 娯楽

演奏の場面で登場す る 楽器は、 ら っ ぱや角 笛 な ど の管楽器、 フ ィ ド ノレ (fiddle) 36

と 総称 さ れ る 擦弦楽器 (⑮- 1) 、 プサ ノレ テ リ ウ ム (psalteriurn) (⑮_6) 37、 リ ュ ー

ト ( lute) 38、 竪琴 な ど の 接弦楽器 (⑮-2、 ⑮-4) 、 管楽器 (⑮-3) 、 ベノレや太鼓

な ど の 打楽器 (⑮-5、 ⑮ー7) と い う 、 大 き く 3 つ の クツレ ー プ に 分 け ら れ る 。 形

態 か ら 楽器名 が推定で き な い も の も 多 く 含 ま れて い る 。

(担当 : 毛利)

35 石弓 ( ク ロ ス ボ ウ ) は、 11世紀 に イ タ リ ア で登場 し た 。 石弓 の基本的 な 考 え 方 は 、 弓 を 弓床 (台
木) に交差す る よ う に 取 り つ ければ強 く 引 く こ と がで き 、 普通の 弓 よ り も 銃口速度 を 伸 ばす こ と
が可能 に な る と い う も の で あ る 。 こ の新兵器は教会が懸念 を表明 し た ほ ど強力 だ っ た 。 J. ギ ー ス
/F. ギ ー ス 前掲書、 191-193頁。

出 擦弦楽器 を指す 中世以来の語。 現在、 口語的 に は ヴ ァ イ オ リ シ や類似の楽器の通称 と さ れ る 。 形
態 も あ る 特定 な も の を指 し て い た わ けで は な い が、 通常、 中 ・ 高音域 を受 け持つ擦弦楽器 を意味
し て い た。 下 中邦彦編 『音楽大事典 第 4 巻』 平凡社、 1982年、 2061 -2062頁。

田 ツ ィ タ ー 型搬弦楽器 の一種。 平 た い 共鳴箱 に響孔が あ っ て 多数の弦 を 張 る 。 台形の も の が多 い
が、 三角形、 翼形の も の も あ る 。 膝の上 に お い た り 、 首 か ら 紐で吊 る し た り す る こ と が多 い が、
形 も 構 え 方 も ハ ー プ に 酷似 し て い る 図像 も あ る 。 指頭 ま た は プ レ ク ト ラ ム で ひ く 。 下 中邦彦編
『音楽大事典 第 4 巻』 、 2104頁。

四 15-17世紀 を 中心 に ヨ ー ロ ッ パ で盛行 し た東方起源の綴弦楽器の名。 ラ ウ テ な ど と も い い、 語原
的 に は イ ス ラ ム 圏の楽器名 ウ ー ド に 由来す る 。 ま た今 日 では楽器分類法の用語 と し て 弦鳴楽器の
タ イ プ を 表す た め に も 用 い ら れ、 そ の場合は、 全世界の非常 に 多 く の楽器が こ こ に含 ま れ る 。 下
中邦彦編 『音楽大事典 第 5 巻』 平凡社、 1983年、 2738頁。
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① 1 畝立て ・ 整地
特徴 : ス コ ッ プに よ る
耕運。
5v上， 10v上他

①-2 畝立て ・ 整地
特徴 : レー キを用い た
整地。
53v下， 135r下

② 種蒔 き
特徴 : 首から下 げた袋
またはか ごに 種を入れ
てい る 。
5v下 ， 25v上

③ -2 収穫
特徴 : 自在鈎で か ごを
吊 り 下 げて ナイ フ で果
樹を収穫する 。
10v上

③- 1 収穫
特徴 : 曲が り 刃の鎌に
よ る 穀物 の収穫。

③3 収穫
特徴 : 大鎌による 果樹
の収穫。
164v上

③-4 収穫
特徴 : 唐竿に よ る 穀物
の脱穀。
183v下

③ 5 収穫
特徴 斧を用い た木の
伐採。

④ー1 貯蔵
特徴 : 穀物を束ねて倉
庫に 貯蔵する 。
43v 

④-2 貯蔵
特徴 : 錠前 付 きの長植
に 穀物を貯蔵する 。

FD
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④-3 貯蔵
特徴 : 袋に 穀物を貯蔵
す る 。
45v 

⑤-2 牧畜
特徴 : 鞭を持 ち ラクダ
を連れた家人と 家畜用
の水盤。
24r上

⑥ 狩猟
特徴 : 兎を弓矢で狩る 。
21r下

⑦ 紡績(間前 )
特徴 : 繊維が束ねられ
た糸巻 き 棒。
5v上

⑧ 鍛冶
特徴 : 腰かけてハンマー
を持ってふい ごを操作
する 人 物。
7v上

⑤- 1 牧畜
特徴 : 杖と 角 笛を持 ち
家畜の前 に 立つ牧人 。
6r上

⑤-3 牧畜
特徴 : 井戸端で家畜に
水や り をする 。
29v上

⑦ 紡績
特徴 : 紡錘車で糸を紡

5v上

⑦ 紡績 (同前 )
特徴 : 緩 り をかけた糸
が巻 き 付けられた紡錘
車。
5v上

⑧ 鍛冶 (間前 )
特徴 : 空気を送 り 込 む
ふい ご。
7v上
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⑧ 鍛冶 (同前 )
特徴 : 金属を打つハン
てす ーー。
7v上

⑨ー 1 建築 (同前 )
特徴 : 資材を運搬する
滑車。
l lv 

⑨-2 建築
特徴 : 高所作業用の足
場。
54v下

⑨4 建築
特徴 : さすまた状の道
具。
l lv 

⑨ 6 建築
特徴 : こてを用い た石
の積み上 げ。
135v下

⑨ 1 建築
特徴 : 資材 を運搬する
滑車。
l lv 

⑨ 1 建築 (同前 )
特徴 : 踏み車を 回 転 さ
せる 人物。
l lv 

⑨ 3 建築
特徴 : は し ごを登って
資材を運ぶ。
l lv 

⑨-5 建築
特徴 : ハン マ ーを用い
た石の積み上 げ。
l lv 

⑨ 7 建築
特徴 : 三角 ぐ わに よ る
モ ル タ ルの調整。
135v下
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⑨-8 建築
特徴 : 斧による 製材。
54v下

⑩-1 商業
特徴 : ボウル状の器に
貨幣を入れて売買を行
う。
39r下

⑪ー1 運搬
特徴 : 荷物に 縄をかけ

て背負う。
22r上

⑪-3 運搬
特徴 : か ごを用い た運
搬。
10v上

⑪-5 運搬
特徴 : 馬車での移動。
49r上

⑨θ 建築
特徴 : つるは しを用い
た取 り 壊 し。
135v上

⑩-2 商業
特徴 : 天秤による 計量。
156r上

⑮-2 運搬
特徴 : 杖に 荷物をかけ
て運ぶ。
68v下

⑮ 4 運搬
特徴 : 馬も し くはロ バ
の背に 荷物を乗せて運
�o 
47r下

⑮-5 運搬 {同前 )
特徴 : 馬車の車輪。
49r上

- 38 



⑪-6 運搬
特徴 : 肩掛け鞄状の袋。
125r下

⑫- 1 通信
特徴 : 印章を着けた 書
簡 。
81v上

⑫ー3 通信
特徴 : 告知を掲 げる 。
37r下

⑬-2 水汲み
特徴 : 鍋 に 縄を括 り 付
けて直接水を汲む。
21r下

⑬-4 水汲み
特徴 : 天秤棒 に よ る 水
の運搬。
184r上

⑫- 1 通信
特徴 : 印章を紐で取 り
付けた 手紙。
33r下

⑫-2 通信
特徴 : 書物で言葉を指
し 示 す 。
83r上他

⑬- 1 水汲み
特徴 : ス コ ッ プに よ る
井戸掘 り 。
27r上

⑮-3 水汲み
特徴 : 機械を用い た巻
き 上 げ式 のつる べ。
141v 

⑭-1 調理
特徴 : 自 在鈎 に大釜を
掛けて調理を行う。
1 7v下 ， 26v下
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⑭-2 調理
特徴 : 鍋を用いた調理。
26v下

⑭-4 調理
特徴 : 窯でのパン焼 き 。
184r下

⑮ 食事(同前 )
特徴 : 杯と ナイ フ 、 皿
代わ り のパン 。
18v下f也

⑬-2 対人 戦
特徴 : 騎馬 で戦車を 引

70v上他

⑪-2 攻城戦
特徴 : 籍城して石を投
げ落とす。
1 18r{也

⑬-3 調理
特徴 : 小麦粉飾い 。
184r下

⑮ 食事
特徴 : 様々 な食器と ナ
イ フが使われてい る 。
18v下他

⑮ 1 対人 戦
特徴 : 騎馬同士が剣や
盾 で戦う。
1 1 5v他

⑫ーl 攻城戦
特徴 : はし ごを使 っ て
城に 攻め 込 む。
1 18d也

⑫-3 攻城戦
特徴 : ク ロス ボウ(石
弓) を撃つ準備をす る 。
1 18rイ也
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⑫4 攻城戦
特徴 : 寵城して弓を撃
て) 0
1 18rイ也

⑬-2 演奏
特徴 : 援弦楽器の演奏。
72r上f也

⑬ 4 演奏
特徴 : 弦楽器の演奏。
129r下他

⑬-6 演奏
特徴 : プサルテリ ウ ム
の演奏。
129r下他

【動物編】

⑬- 1 演奏
特徴 : 擦弦楽器の演奏。
72r上他

⑬-3 演奏
特徴 : 管楽器の演奏。
95rイ也

⑬ -5 演奏
特徴 : ベルに 似た打楽
器の演奏。
129下r

⑬-7 演奏
特徴 : 太鼓の演奏。
140r上他

以下 で は 、 『 ヴ ェ リ ス ラ フ 聖 書』 の 図像の う ち 、 動物 に 関連す る 項 目 を 取 り 上

げ る 。

ま ず、 四足歩行 を す る 動物 に つ い て 記述す る 。 神 が創造 し た 生 き 物 と し て 、

シ カ (①) 、 ハ リ ネ ズ ミ (⑦) 、 ウ マ (③) 、 ラ イ オ ン (⑫) 、 ヒ ツ ジ (④) 、 リ ス

(⑭) 、 ラ ク ダ (②) 、 サ ノレ (⑮) 、 オ オ カ ミ (⑨) 、 プタ (⑧) 、 ウ シ (⑤) が登
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場 し て い る 。 そ の う ち 、 子 ウ シ は調理 さ れ る 動物 と し て も 登場 し 、 子 ヤ ギや ヒ

ツ ジ は神へ の捧 げ も の と し て も 描 かれて い る 。 ラ ク ダ、 ウ シ、 ヤ ギ、 ヒ ツ ジ は
家畜 と し て 多数登場す る 。 ウ マ は、 戦闘場面で人 を乗せ、 ま た荷物 を 運ぶ動物

と し て 表現 さ れ る 。 人 を 乗せ て移動 す る た め の 動物 と し て は、 他 に ロ パ (⑥)

が登場す る 。 ウ サ ギ (⑬) 、 キ ツ ネ (⑩) 、 イ ヌ (⑪) の描写 も あ る 。

続 い て 、 烏 の 描写 に 触 れて い く 。 神 が創造 し た 翼 の あ る す べ て の 鳥 と し て 、

ニ ワ ト リ (⑮) ク ジ ャ ク (⑫) 、 ツ ノレ (⑮) 、 フ ク ロ ウ (⑮) 、 ア ヒ ノレ (⑮) 、 オ

ウ ム (@) 、 ヤ マ セ ミ (⑫) 、 ハ ト (⑫) な ど が描 か れて い る 。 た だ し 、 こ れ ら

は種名 が明 記 さ れて い る わ け で は な い 。 ハ ト は、 神 の精霊 と し て も 登場す る 。

さ ら に 、 カ ラ ス (@) は、 溺 れて い る 人の 死体 を つ つ く 様子 が、 ハ ゲ タ カ (⑮)

は死体の 上 に 降 り 立 っ て い る 様子 が そ れ ぞ れ表現 さ れて い る 。 こ の他 に も 、 名

前が特定で き な い 鳥 が登場 し て い る 。

以上 は現代知 ら れて い る 一般的 な イ メ ー ジ と 似 た 姿で描 か れて い る 。 こ れ に

対 し て 、 ヘ ビ (⑫) は 耳 が描かれて お り 、 一般的 な イ メ ー ジ と は異 な っ た姿で

描かれて い る 。 カ エ ル (@) も 同様で あ る 。 さ ら に 、 出 エ ジ プ ト 記 に お い て は

虫 の描写 が あ る 。 ブ ョ (⑮) 、 ア ブ (⑮) 、 イ ナ ゴ (⑩) が描 かれて い る 。 そ の
姿 は実物 と は か け離れて お り 、 む し ろ 鳥 に 近い。

魚 (@) も 登場す る が、 そ の ほ と ん ど の 名 前 を推定す る こ と は難 し い ((@ は

食用 ) 。

① シカ
2v上

③ ウマ
2v上他

② ラクダ
2v上他

内LA吐

(担当 : 小林)



⑤ ウシ
2v上他

⑦ ハ リ ネ ズ ミ
2v上

⑨ オ オカ ミ
2v上

⑪ イ ヌ
6r上他

⑬ ウ サ ギ
98v下

⑥ ロ パ
22r上下、 23r上
他

⑧ ブタ
2v上

⑩ キ ツ ネ
l 1 1v上下

⑫ ライ オン
2v上他

⑭ リ ス
2v上
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⑮ サ ノレ
2v上

⑪ ク ジ ャ ク
2r下

⑮ フ ク ロ ウ
2r下

@ オ ウ ム
2r下

⑮ ハト
lr上、 2r下、 9v
下、 他

⑮ ニワトリ
2r下

⑬ ヅ ノレ
2r下

⑩ ア ヒル
2r下
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⑮ ハ ゲ タ カ
1 6r下

⑫ へ ピ
3v下、 4v上、 他

⑮ アブ
62v下

⑪ 魚 (食卓)
1 67v下

⑧ カエ ノレ
61r下、 61v下

⑫ ブヨ
62r下

【身 な り ・ 身ぶ り 編】
( 1 ) 身 な り

以下 で は、 『 ヴ ェ リ ス ラ フ 聖 書』 の登場人物 の身 な り に つ い て 取 り 上 げ る 。

ま ず、 聖 書 に は神 が最初 に 登場す る が、 神 (①) は 丈 の 長い 衣 の 上 に 外套 を

羽織 っ て お り 、 頭 の 周 り に は光輪 が描 かれて い る 。 神 の光輪 に は十字 が描かれ

て い る こ と が多 い が、 抜 け て い る 場合 も あ る 。 神 の御使い で、 あ る 天使 (②) も 、
光輪が あ り 丈 の 長 い服装 を し て い る 点 で は神 と 似 て い る が、 天使 に は羽 が生 え

て お り 、 光輪 に つ い て は神 の よ う に 十字 が描 か れ る こ と は な い 。 聖 人 (③) も

⑩ イ ナ ゴ
64r下、 64v下

@ 魚 (海の生 き
物)
2r下

Fhd
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神 と 似 た 姿で描かれて い る 。 た だ し 、 光輪 に 十字 が描 か れて い た り 、 光輪 自 体

が抜 け て い た り す る こ と も あ る 。
聖 書 に 最初 に登場す る 人間 で あ る ア ダム は、 神 に よ っ て 創造 さ れて か ら 知 恵

の実 を 口 に す る ま で は 、 服 を 着 ず裸で描 かれて い る (④-A) 。 そ の 点 は イ ヴ に

関 し て も 同様であ る (⑤-A) 。 ア ダ ム と イ グ は、 神 の命令 に 背い た こ と でエ デ

ン の園 を追放 さ れる が、 そ の 際 に は神 か ら 与 え ら れた皮の 衣 を着用 し て い る (④

-B 、 ⑤-B) 。 ア ダム は、 土地 を耕す 際 も 皮 の 衣 を 着 て い る が、 息子 カ イ ン と と

も に種 を 蒔 き 土地 を耕す場面で は 、 次 に 取 り 上 げ る 一般的 な 男性 と 同 じ服装 を

し て お り 、 帽子 も 着用 し て い る (④ーc ) 。

次 は 、 聖 書で も 多 く の場面 に 登場す る 、 一般的 な 男性 と 女性の 身 な り に つ い

て取 り 上 げ る 。 『 ヴ ェ リ ス ラ フ 聖 書』 に お い て 人 々 が着 て い る 衣服 は、 お そ ら く

コ ッ ト と よ ばれ る も の と 考 え ら れ る 。 コ ッ ト は、 12世紀末か ら 16世紀 ま での 男

女 の ワ ン ピ ー ス 形の 衣服 を 指す も の で あ り 、 13世紀 に は男 女 の服飾 の 主流 を な

し 、 筒袖 が付 き 、 男 物 はふ く ら は ぎ か ら く る ぶ し ま での 丈、 女物 は裾 を 引 く 長

さ を も っ390

一般的 な 男性 の服装 は 、 膝丈の ワ ン ピ ー ス 形の 衣服で あ る (⑥-A) 。 脚 に 装

飾が描かれて い る 場合 も あ る 。 屋外 に い る 、 あ る い は旅 に 出 る 男性 (⑥-B) を

描 く 際は、 一般的 な 男性の衣服の上 に肩掛 け マ ン ト を着用 し て い た り 、 杖 を持 っ

て い た り す る こ と が あ る が、 必ず し も こ の表現で統一 さ れて お ら ず、 規則性 は

な さ そ う で あ る 。 男性 の 中 で も 身分 が高 い人物、 あ る い は そ の場面 に お い て 重

要 な役割 を持つ人物 (⑥-c ) を描 く 際 は 、 外套 を着用 し て い る 、 服や脚 に装飾

が あ る な ど の 特徴がみ ら れ、 他 の 人物 と 区別 さ れて い る こ と が あ る 。 し か し 、

こ の こ と に つ い て も 表現 は統一 さ れて い る わ け で は な い。

女性 を描 く 際の表現の特徴 は 、 ベ ー ル の有無 に み ら れ る 。 女性 は 、 ベ ー ル を

着用 し て い る 者 (⑦-A) と し て い な い者 (⑦-B) に 分 け ら れ る が、 前者 は既婚

女性、 後者 は未婚女性で あ る 。 徳井淑子氏 に よ れば、 髪 は異性誘惑 の 象徴で あ

り 、 髪 を椀かす行為 は異性 を誘惑す る こ と な の だ と い う 。 さ ら に 、 既婚の 女性

は被 り も の で頭髪 を 覆 う こ と が勧 め ら れ、 そ う で あ れ ば貞淑の 評判 を得た 、 と

説明 し て い る 叱 既婚女性がベ ー ル を着用 し た 姿 で描 か れて い る の は 、 こ う し

た背景 に よ る も の と 考 え ら れ る 。

却 徳井淑子編訳 『中世衣生活誌 日 常風景 か ら 想像世界 ま で』 勤草書房、 2000年、 羽i( 索引 /用
語解説) 。

岨 徳井淑子 『服飾の 中世』 勤草書房、 1995年、 30頁。

- 46 -



次 に 、 エ ジ プ ト の ファ ラ オ に つ い て 取 り 上 げ る が、 ファ ラ オ の描写の 特徴 は、

そ の服装で は な く 、 彼が座 っ て い る 玉座 に あ る 。 ファ ラ オ の服装の 特徴 は、 王

冠や王坊 を所持 し て い る こ と で、 彼の服装 に 関 し て は ど の場面で も 同 じ で あ る 。

し か し 、 プ ア ラ オ の 玉座 は 3 種類登場す る 。 円形 の玉座 (⑧ -A) 、 ラ イ オ ン の

よ う な 動物 の 頭 と 足 を模 し た X字型 の 玉座 (⑧ -B ) 、 台形 の 玉座 (⑧ -c ) で あ

る 。 3 種類の 玉座 の 中 で、 最 も 登場頻度 が高 い の は 台形 の玉座で あ っ た 。 台形

の玉座 は、 ファ ラ オ の み な ら ず、 聖 人や身分の 高 い人物 の椅子 と し て も 登場 し

て い る 。 玉座 の形状 に 何 ら か の 象徴的 な 意味が あ る の か は不 明 で、 あ る 。 ファ ラ

オ の 関係者 と し て は王妃や王女 (⑨) が登場す る が、 一般的 な 女性 と は デザイ

ン が異 な る 服 を着用 し 、 頭 に は王冠 を被 っ て い る 。

特定 の民族 に 対 し て の描 き 分 け がみ ら れ る 場合 も 確認で き る 。 イ ス ラ エ ノレ人

(⑩) は、 服装 に つ い て は一般的 な 男性の も の を 着 て い る が、 エ ジ プ ト 人 な ど他

の民族が共 に 描か れ る 時 は、 区別 の た め に 帽子 を かぶ っ た 姿で描かれて い る 。

職業 を 反映 し て 身 な り を描 い て い る 場合 も あ る 。 牧人 (⑪) は、 帽子 を かぶ

り 、 杖 を 持 っ た 姿で描 かれて い る 。 戦 う 人 (⑫) に つ い て は、 騎士 の よ う に 武

装 し て お り 、 鎖惟子や 甲 宵 を身 に 着 け、 剣や盾 な ど の 武器 を 所持 し て い る 。 出

産 の 場面で登場す る 助産婦 (⑬) は 、 頭 に 布 を 巻 い た 姿 で描 かれて い る た め 、

他 の 女性 と 区別 す る こ と がで き る 。 聖 書 に は魔術師 (⑭) も 登場す る が、 葉 の

よ う な形 の被 り 物 を着用 し 、 植物 を模 し た杖 を所持す る と い う 特徴的 な 身な り

で描 かれて い る 。 魔術師 の他 に 、 占 い師 、 祈祷師 、 ま じ な い師 、 賢者 (⑮) も

登場す る 。 彼 ら は一般的 な 登場人物 と 比較 し て か な り 奇妙 な 身 な り を し て お り 、
特徴的 な裾の 衣服や、 様々 な 色 の タ イ ツ を 身 に 着 け、 風変わ り な 帽子 を かぶ り 、

手 に は蛇 を 持 っ て い る 。 た だ し 、 こ の よ う な 特徴的 な 身 な り で は な く 、 一般的

な 男性の 身 な り で描 か れて い る 場面 も あ っ た 。

そ の他 『 ヴ ェ リ ス ラ フ 聖 書』 に み ら れ る 特徴的 な 身 な り の表現 と し て 、 死者

(⑮) の描写 に ふ れて お く 。 死者 は 、 身体 を 布 で巻か れ、 防腐処理 を施 さ れた状

態で棺 に横た わ っ た 姿で描 かれて い る 。

円t4
 



① 神
光輪 (十字が捕か れて
い な い場合 も あ る ) 。 足
首丈 の服装、 外套。
lr上下、 lv上下他多数

③ 聖人
光輪、 足首丈の服装。
5r下、 15v上、 55v上下
他多数

④-B ア ダム (皮 の 衣)
神か ら 与 え ら れた 皮 の
衣 を 着 て い る 。
4v下、 5v上

⑤-A イ ヴ (裸)
3r下、 3v上下、 4r上下
他数か所

⑥-A 男性
膝丈 の ワ ン ピ ー ス 。 帽
子 を かぶ っ て い る こ と
も あ る 。
5v下、 6r上下他多数

② 天使 (御使 い)
光輪、 羽、 足首丈の服
装。
lv上、 16v下、 18v上下
他多数

④-A ア ダム (裸)
2v下、 3r上下、 3v上下
他数か所

④ーC ア ダム (着衣)
一般的 な 男性 と 同 じ服
装。 帽子 を かぶ っ て い
る 。
5v下、 6r上

⑤-B イ グ (皮の衣)
神 か ら 与 え ら れた 皮 の
衣 を 着て い る 。
4v下、 5v上

⑥-B 男性
屋外 に い る 場合、 肩 か
け マ ン ト や杖が描かれ
る こ と も あ る 。
13v下、 22r上他多数
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⑥-c 男性 ⑦-A 女性
身分が高い人物や そ の 足首丈の版。 既婚女性
場面 の 重要人物 は外套 は ベ ー ル を着用 し て い
を 羽 織 っ て い る 。 あ る る 。
い は服や脚 に 装飾 が あ 6v上下、 7r下、 7v上下
る 。 他多数
7r上下他多数

⑦-B 女性 ⑧-A フ ァ ラ オ
足首丈の服。 未婚女性 王冠、 王勿 を 身 に 付 け
は ベ ー ル を着用 し て い て 、 円形の玉座 に 座 っ
な い。 て い る 。
9r上、 24r上下、 24v上 13r下、 13v上他数か所
下他多数

⑧-B フ ァ ラ オ ⑧-c フ ァ ラ オ
ラ イ オ ン の よ う な 動物 一般的 な 台 の 形 を し た
の 頭 と 足 を模 し た X字 玉座 に座 っ て い る 。 こ
型の玉座に座 っ て い る 。 の 形 の 玉座 は聖人や他
25r下、 53r上 の身分 の 高 い人物 も 座

る
42v下、 44r上他多数

⑨ フ ァ ラ オ の 親族女 ⑩ イ ス ラ エ ル人
性 エ ジ プ ト 人 な ど他民族
ベ ー ル 、 足首丈 の 服 、 が共 に 描 か れ る 時 は 、
王冠。 区別 の た め に イ ス ラ エ
54r下、 54v上、 97r下他 ノレ人 が帽子 を かぶ っ た
数 か所 姿で描かれ る 。

53r下、 53v上、 54r上他

⑪ 牧人 ⑫ 戦 う 人
帽子、 杖。 鎖惟子、 甲 胃、 剣、 盾。
14r下、 49v上 14v下、 15r下、 32r下他

数か所
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⑬ 助産婦
頭 に 布 を巻い た 老婆。
37r上、 41r上

⑮ 占い 師、 祈祷師、 ま
じ な い 師、 賢者
変 わ っ た 帽 子 、 蛇 を
持 っ て い る 。
92r上、 99v下

( 2 ) 身ぶ り

⑬ 魔術師
杖、 葉の よ う な帽子 (帽
子が な い場合 も あ る ) 。
61r下、 62r下

⑮ 死者
身体 を 布 で巻 か れ る 。
防腐処理が施 さ れて い
る 。 棺 に入れ ら れ る 。
23r下、 26r下、 36v下他
数か所

以下で は 、 『 ヴ ェ リ ス ラ フ 聖 書』 の 図像 に み ら れ る 特徴的 な身ぶ り に つ い て 取

り 上 げ る 。

ま ず、 神 が人 に 祝福 を与 え る (①) と い う 身ぶ り は、 祝福 を 与 え る 対象 に 人

差 し指 と 中指 を か ざす こ と で表現 さ れ る 。 こ の身ぶ り は 、 神 が全身で は な く 手

の み で描 かれて い る 場合 も 同様で、 あ る 。 そ し て 、 人が祝福 を 受 け る 際は 、 神 に

対 し頭 を 下 げ、 両手 を 差 し 出 す。

人物の 感情 を 反映 し た身ぷ り と し て は、 悲 し む と い う 行為が あ げ ら れ る (②) 。

人 の 死 を 描い た場面でみ ら れ る 身ぶ り であ り 、 片方の手で も う 片方の手 を 握 る

と い う ポ ー ズ に よ っ て 、 自 身の 悲 し み を表現 し て い る 。

人々 の結婚 を描 い た 場面で も 、 特徴的 な身ぶ り がみ ら れ る 。 結婚 と い う 状態

は、 男 女が抱 き 合 う 行為 に よ っ て表現 さ れて い る (③) 。 第三者 に よ る 仲介で男

女 が引 き 合わ さ れ る 場面が あ る が、 結婚の仲介 (④) は 、 仲介者が真ん 中 に立

ち 、 男性 と 女性の腕 を握 っ て 2 人 を 引 き 合わせ る と い う 描写が用 い ら れて い る 。

ま た 、 結婚 を す る 場面、 そ れ以外で人 を買 い受 け る 場面で は 、 夫が妻の腕 を つ

かむ、 あ る い は買 う 側 が買 わ れ た側 の腕 を つ かむ と い う 行為 に よ っ て 、 そ の人

物 を所有 し て い る 状態 を示 し て い る (⑤) 。

最後 に 、 夢 を 見て い る 人物 の表現 に つ い て 取 り 上 げる (⑥) 。 夢 を見て い る こ
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と の 象徴的表現 と し て 、 頬杖 を つ い て横た わ る 人物 が枠で囲 ま れて い る 。 こ の
枠の外に、 人 が見て い る 夢 の 内容が描かれて い る 。 聖書 に お け る 夢 は、 意味の
な い も の で は な く 、 多 く は神 か ら の啓示であ る 。 そ の た め神 に よ る 幻視であ る
と も 考 え ら れ る 。 夢や幻視 に よ っ て 神 か ら 伝 え ら れ る メ ッ セ ー ジ の 内容に は、
神 の好意、 忠告、 助言、 神 の威厳の顕示、 神 の 計画や未来の 出来事の啓示、 不
敬な者た ち への 罰 の 啓示、 人聞 が取 る べ き 行動や任務の指示、 あ る い は神 が人
聞 に語 る 約束、 神 の 祝福等 が あ る 410 夢 を 見 る と い う 行為 の表現 は、 聖書の 図
像 に み ら れ る 身ぶ り の 中 で も 宗教的 な意味合い が強い と い え る だ ろ う 。

(担当 : 杉田 )

① 祝福 を 与 え る /
受 け る
2 本の指 を か ざす/
頭 を下 げ、 両手 を差
し 出 す。
3r下他多数

② 悲 し む
片方の手で も う 片方
の 手 を 握 る 。
19v 下 、 21r 上 、 23r
下他多数

③ 結婚
抱 き 合 う 。
9r上、 20r上下、 20v
下他多数

④ 結婚 の仲介
男 女 の 腕 を握 り 、 引
き 合わせ る 。
3v上、 30r上下

⑤ 所有
結婚す る 時、 人 を買
う 時 に手 を 掴 む 。
6v上、 40r上下、 41r
下他数か所

⑥ 夢 を 見 る
頬杖 を つ い て横 た わ
る 人 が枠で固 ま れて
い る 。
29r下、 38r上下、 42v
上他数か所

41 壬生正博 「異界研究の視点 か ら 見 る 聖書の夢や幻視 に つ い て H地域健康文化学論輯J 1 号 (2 009
年)、 1 3 -3 7頁、 1 5頁。
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3章、 世界史教案

以下 に 、 第 4 団地歴教員養成講座 (2017年 8 月 10 日 ) で行 っ た模擬授業の 配
布資料 と 教案 を 掲載 し た 。 授業 の題材 は 「西 ヨ ー ロ ッ パ の 中世文化J であ る 。
中世 ヨ ー ロ ッ パ と い う 遠 く 離れ た 時代 を イ メ ー ジ さ せ る た め の助 け と し て、 14
世紀前半、 ル ク セ ン プノレ ク 朝 ボヘ ミ ア 王 ヨ ハ ン お よ びカ レ ノレ 1 世 (神聖 ロ ー マ
皇帝カ ー ル 4 世) に仕え た宮廷公証人 ・ 司祭 ず ェ リ ス ラ フ の命で制作 さ れた絵
解 き 聖書 『 グ ェ リ ス ラ フ 聖書』 の 図像 を 、 授業 に 取 り 入れた。

教案 を作成す る に あ た っ て心 が け た こ と は、 第一 に、 図像 を効果的 に 用 い て 、
生徒 に 中世 ヨ ー ロ ツ パ の イ メ ー ジ を持たせ る こ と 、 第二 に、 生徒の活動の場 を
取 り 入れ る こ と であ る 。 一つ 目 に 関 し て は、 開墾の様子、 ア ル フ ア ベ ッ ト の小
文字の活用、 騎士の装い、 建築現場 と い っ た 授業 の 随所で、 『 グェ リ ス ラ フ 聖書』
の 図像 を 取 り 上 げ、 視覚的 な 理解の助 け と な る よ う に し た。 二つ 目 に 関 し て は、
『 グェ リ ス ラ フ 聖書』 の 図像 と 、 日 本語訳聖書の文章 を 照合 し、 図像が文章の ど
の場面 を描い た も の か を考 え さ せ る と い う 活動 を取 り 入れた。 文章 を読む だ け
でな く 、 図像 と 照 ら し合わせ る こ と で、 聖書の 内容 を理解す る 助 け と な り 、 読
む機会があ ま り な い であ ろ う 聖書 に触れ る き っ か け に な る と 考え た 。

掲載 に あ た っ て修正 し た点 も あ る 。 講座で模擬授業 を行っ た 際、 参加者か ら
多 く の 意見 ・ ア ド バ イ ス を い た だ い た 。 そ れ ら を も と に修正 し た 点 は、 以下 の
よ う に な る 。 ま ず、 生徒 に 配布す る プ リ ン ト に 、 ス ラ イ ド で見せた 図像 を掲載
し た こ と であ る 。 模擬授業では、 一部の 図像 を ス ラ イ ド の み の掲載 と し て い た
が、 生徒が後で見返す こ と がで き た 方が良い と の意見 を い た だ き 、 配布用 の プ
リ ン ト に も 載せ る こ と と し た 。 も う 一つ は、 生徒の活動 を評価で き る よ う に す
る こ と で あ る 。 模擬授業では、 聖書の読み解 き を さ せ る 活動 を取 り 入れて い た
が、 特 に 書 き も の を さ せ た り はせず、 評価の 方法が教師の観察 の み に な っ て し
ま っ て い た。 そ こ で、 聖書の読み解 き 以外 に も 、 生徒 に 意見 を 書かせ る 場面 を
設 け、 生徒の活動の場 を増や す と と も に、 書 き も の と い う 形で、 評価で き る も
の を残す よ う に し た。

最後 に 、 拙い授業であ っ た に も かかわ ら ず、 真撃 に ア ド バ イ ス を く だ さ っ た
大学 ・ 高校の先生方、 学生の方々 に、 深 く 感謝申 し 上 げ る 。
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| 西 ヨ ー ロ ッ パ の 中世文化 |
・ 西 ヨ ー ロ ッ パ 中世 は キ リ ス ト 教の 時代→人々 の 日 常生活 に教会の権威がゆ き

わ た る
・ 学問や芸術 な ど の文化面 も キ リ ス ト 教 と 関係 が深い→ キ リ ス ト 教文化 の形成

I 学問 と キ リ ス ト 教
特色 : 神学 が最高 の 学問 ( 1哲学 は神学 の牌J )

学者 ・ 知識人 = 聖職者 ・ 修道士
知識界 の 国際的共通語 = ラ テ ン語

女聖書の世界 を の ぞ いてみ よ う

絵解 き 聖書 を使 っ て 、 中世の知識人 が共有 し て い た キ リ ス ト 教の世界観 を知 ろ
フ 。
※ ヴ ェ リ ス ラ フ 聖書
14世紀前半、 ノレ ク セ ン プノレ ク 朝 ボ ヘ ミ ア 王 ヨ ハ ン お よ びカ レ ル 1 世 (神聖 ロ ー
マ 皇帝 カ ー ル 4 世) に仕え た 宮廷公証人 ・ 司祭 ヴ ェ リ ス ラ フ の命で製作 さ れた
絵解 き 聖書。
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( 1 ) 修道院 : 修道士が共同 で修道生活 を送 る 場所
. 中世前期 に お け る 教育の 中心 は修道院。
・ ベネ デ ィ ク ト 修道会 : 清貧 ・ 純潔 ・ 服従の戒律。 「祈 り 、 働 けj
・ シ ト ー修道会 : 大開墾時代 の先頭に立つ。
・ 托鉢修道会 : 托鉢 に よ っ て 布教 を進め る 。 フ ラ ン シ ス コ 会、 ド ミ ニ コ 会 な ど。

- ラ テ ン語 に よ る 文芸復興
・ ア ル フ ァ ベ ッ ト の小文字の 開発

出エ ジ プ ト 記20-15
Non furtum facies. 
盗んで は な ら な い。

( 2 ) カ ロ リ ン グ = ルネ サ ン ス
・ カ ー ノレ大帝 (在位768-814) の宮廷 を 中心 と す る 古典文化復

興運動

・ イ ギ リ ス の神学者 ア ノレ ク イ ン な ど が宮廷 に招かれる

( 3 ) ス コ ラ 学の発達 (ス コ ラ = 学校)
・ 教会の権威の理論的確立の た め に、 信仰 の理論的体系化 を は

か る
→キ リ ス ト 教の教義の研究、 論争 を通 し て 真理 を探究
. 普遍論争の展開

茎査強
(普遍は現実 に実体 と し て 存在 す る )
ア ン セ ル ム ス (英)

唯名論
(普遍 は思考 の 中 に存在 す る に過 ぎ な い)
ア ベ ラ ー ル ({Á)

'* 自 分 な ら ど っ ち の立場に 賛成す る だ る う ? 理由 も 考 え て み よ う 。

→ ト マ ス = ア ク イ ナ ス に よ る ス コ ラ 学大成。 普遍論争の収拾0
・ 近代への道

ロ ジ ャ ー = ベー コ ン : 観察 ・ 実験 に よ る 経験 を重視→近代科学への道 を 聞 く
ウ ィ リ ア ム = オ プ= オ ッ カ ム : 唯名論を確立。 近代合理主義思想の基礎を築 く 。
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( 4 )  12世紀ル ネ サ ン ス
. 12世紀 を 中心 に西欧で繰 り 広 げ ら れた文化運動 ( ギ リ シ ア 語、 ア ラ ビ ア語文

献の ラ テ ン語への翻訳、 法学 ・ 科学 ・ 哲学の復興、 大学 の設立 な ど)
→大学 の誕生 : 商業 の 復活 と と も に 、 教育 の 中心 は都市の主主に移 る

教会付属学校 を母体 に 、 教授や学生 の組合 ( ギル ド ) と し て 成立
・ 十字軍 を き っ か け に東方 と の 交流が盛ん に な り 、 ピ ザ ン ツ 帝国や壬三三二主

世界の文化 が流入 し て き た こ と が背景 に あ る

※ 中世文学
・ 口語 (俗語) が用 い ら れた
・ 騎士道物語 に 代表 さ れ る ←武勇 と 主君への忠誠、 神への信仰、 女性 ・ 弱者 の

保護 を重視

『 ロ ー ラ ン の歌Hニ ー ベノレ ン グ ン の歌Hア ーサー王物語』

E 美術 と キ リ ス ト 教
中世の美術 は、 主 に 教会建築や
そ の壁画 に 代表 さ れ る 。

中世の建築場面
ケ ル ン大聖堂 ( ゴシ ッ
ク 様式) の 尖塔 は 約
156m。 は し ごや滑車
を利用 す る こ と で、 高
い所 に 資材 を 運ぶ こ
と がで き た !

5
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パ シ リ カ 様式 長方形の身廊 と 側廊 聖 マ リ ア = マ ジ ョ ー レ 聖堂
( 4 - 8 世紀、 南欧中心) p - マ 時代 の 公共建築物 の流れ (伊)
ピ ザ ン ツ 様式 ]E十字の 平面形 と 丸屋根 聖 マ ル コ 大聖堂 (伊)
( 4 -15世紀、 東欧中心) モ ザ イ ク 壁画が特色 聖 ソ フ ィ ア大聖堂 ( ト ル コ )
ロ マ ネ ス ク 様式 長十字の平面形 に ロ ー マ嵐の半円形 ア ー チ ピサ大聖堂 (伊)
(1 1 -12世紀、 南欧中心) 厚い石壁、 小さ い窓 を持 つ ク リ ュ ニ ー修道院 (仏)
ゴシ ッ ク 様式 尖塔ア ー チ 、 角 い天井 と 尖塔 ケ ノレ ン大聖堂 (独)
(13-15世紀、 西 ・ 北欧中心) →神 の い る 天上 を志向 シ ャ ノレ ト ル大聖堂 (仏)

大き な窓と ス テ ン ド グラ ス ラ ン ス 大聖堂 (仏)

女描かれた 時期が異 な る 、 同 じ題材の絵を比べてみ よ う 。 ど ん な違いがあ る だ

ろ う か ?
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地理歴史科 (世界史) 学習指導案
指導者 杉田 望

1 単元 ヨ ー ロ ッ パ世界の形成 と 発展 『詳説世界史Bj 山川 出版社、 2017年。

2 生徒観

基本的 な 事柄 を 理解す る こ と がで き 、 授業 に も 意欲的 に 取 り 組む こ と がで き

る が、 複数の 歴史的事象 を 関連付 け な が ら 思考す る こ と や、 考 え た こ と を表現

し た り 発言 し た り す る こ と を 苦手 と し て い る 。

3 単元 の 目 標

・ ヨ ー ロ ッ パ が宗教 を め ぐ っ て 東西 に 分裂 し 、 そ れ ぞれが独 自 の社会の し く み

や文化的世界 を 築い た こ と を理解す る 。

・ 封建社会が最盛期 を迎 え 、 農業生産や人 口 が増大 し た こ と に と も な っ て 、 西

ヨ ー ロ ヅ パ世界 が内 外 に 拡大 し た こ と 、 拡大の動 き の 中 で も 特 に 十字軍遠征

が そ の後の 西 ヨ ー ロ ッ パ世界 に 大 き な影響 を 与 え た こ と を理解 さ せ る 。

・ 西 ヨ ー ロ ッ パ諸国 に お け る 政治的統一 に 向 け た 動 き を 、 後の 時代 と の つ な が

り を 意識 し な が ら 理解 さ せ る 。

4 単元 の 評価基準

関心 ・ 意欲 ・ 態度 思考 ・ 判 断 ・ 表現 資料活用 の 技能 知識 ・ 理解

中世 ヨ ー ロ ッ パ に お 中世 ヨ ー ロ ツ パ の社 教科書や資料集の資 中世 ヨ ー ロ ツ パ世界
ける 重要な事象や制 会や文化 等の特色を 料を読み解 き 、 E里解 の形成 ・ 展開 につい
度等 について関心を 多面的 ・ 多角 的 に考 したこと や考察 した て理解する ことがで
持つ ことがで き る 。 察で き る 。 ことを説明で き る 。 き る 。

5 指導計画

第 1 時 ゲ、ノレ マ ン人の 大移動

第 2 時 フ ラ ン ク 王国 の発展

第 3 時 ロ ー マ = カ ト リ ッ ク 教会 の成長

第 4 時 フ ラ ン ク 王国 の 分裂 ・ 外部勢力 の侵入

第 5 時 封建社会の成立 と 教会
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第 6 時 ビザ、 ン ツ 帝国 の盛衰 と 社会 ・ 文化

第 7 時 ス ラ ヴ人 と 周辺諸民族の 自 立

第 8 時 十字軍 と そ の 影響

第 9 時 商業 の発展 と 中世都市

第10時 封建社会の衰退

第1 1 時 教皇権 の 衰退

第四時 英仏関係 と 2 国聞 の 戦争

第13時 ヨ ー ロ ッ パ諸国 の 興隆

第14時 西 ヨ ー ロ ツ パ の 中世文化 (本時)

6 本時の 指導

( 1 ) 本時の 目 標

・ 西 ヨ ー ロ ッ パ 中世世界で、 は キ リ ス ト 教が権威 を持 っ て お り 、 文化的側面 と も

かかわ り が深か っ た こ と を学ぶ と と も に、 史料の読み解 き を通 し て 中世の 人々

の知 的世界へ の理解 を深め る 。 (関心 ・ 意欲 ・ 態度) (資料活用 の 技能)

・ 中世 ヨ ー ロ ッ パ の文化 に つ い て 、 自 分の意見 を ま と め、 言葉で表現す る 。 (思

考 ・ 判 断 ・ 表現)

( 2 ) 準備

・ プ リ ン ト

・ 図像の コ ピ ー

( 3  ) 学習過程

時程 学習活動
導入 中世 ヨ ー ロ ッ パ と は どの よ う な時
( 5 分) 代 だ っ た の か つ

→ キ リ ヌ ト 教の 時代
学問 ・ 建築 な ど様 々 な分野 と 関係
し て い る 。

展開 ① 学問 と キ リ ス ト 教
(30分) - 学問の歴史的展開 を見て い く 前

に、 キ リ ス ト 教の聖典で あ る 聖書
の世界を の ぞ き 、 人 々 の知的世界
に触れて み よ う 。
→ ヴ ェ リ ス ラ フ 聖書の図像 と 、 日
本語訳聖書の文章 を 照合 し、 図像
が文章の ど の場面 を描い た も の か
を 考 え る 。

指導上の留意点 評価

ノ ー ト ・ 教科書 な ど を見 る よ う に
促 し、 前固 ま での授業内容を思い
出 さ せ る 。

最初 は一人で考え さ せ、 少 し 時間 自分な り に図像を読み
を おいて周 り の人 と 相談す る 時間 解 こ う と し て い る か。
を 設 け る 。 ( 関 心 ・ 意欲 ・ 態度)

( 技能 )
机問巡視を行い、 必要 に応 じ て 助
言等 を行 う 。
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- 修道院
中世初期 に おい て は修道院が教育
の 中心であ っ た。

- カ ロ リ ン グ = ル ネ サ ン ス 聖書の文章 に小文字が用 い ら れて
→ ラ テ ン語に よ る 文芸復興 い る 点 を、 図像を見せ な が ら 説明。

- ス コ ラ 学 普遍論争 に つ い て 解説 し、 唯名論 自 分の考 え を書 く こ と
→普通論争 と 実在論、 自 分 な ら ど ち ら の立場 がで き て い る か。 (表
唯名論 と 実在論の対立があ っ た こ に賛成 か、 考 え さ せ る 。 現)
と を理解 し 、 自 分 な ら ど ち ら の立
場 を 支持す る か考え を 書 く 。

. 12世紀ルネ サ ン ス 十字軍遠征 に よ る イ ス ラ ー ム や東
→背景 と 、 学問への影響 を 説明す 方 と の交流 を説明。
る

- 大学の誕生 世界的 に よ く 知 ら れて い る 大学が
→教育 の 中心 が大学 に 移 る 中世に誕生 し た と 知 る こ と で、 現

在 と の つ な が り を 意識 さ せ た い。

- 中世文学
→ 口 語 (俗語) で表現
騎士道物語 に代表 さ れ る
吟遊詩人の遍歴

② 美術 と キ リ ス ト 教 グ ェ リ ス ラ フ 聖書の建築場面の絵
中世の美術は、 主 に教会建築や そ を紹介 し、 当 時の建築の様子 を イ
の壁画 に代表 さ れ る 。 メ ー ジ さ せ る 。

聖堂の写真 を見せ る こ と で建築様
式の特徴 を 理解 さ せやす く す る 。

ま と め グェ リ ス ラ フ 聖書 と 、 ルネ サ ン ス 描かれた 時期 が異 な る 同 じ題材の 絵画表現の違い を読み
(15分) 期の絵画 を 比較 し、 気づい た こ と 、 絵画 を比較す る こ と で、 次 の 時代 取 る こ と がで き た か。

考 え た こ と を 書 く 。 への移 り 変わ り を 意識 さ せ る 。 (技能)
中世 ヨ ー ロ ッ パ は、 神 ・ 教会中心 気づい た こ と を ま と め
の世界だ っ た 。 る こ と がで き た か。 (表
→人間中心のルネ サ ン ス の時代へ。 現)
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